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カケハシ・プロジェクト（カナダ） 

大学生派遣の記録 

KAKEHASHI Project (Canada)  

Visiting Canada Program for University Students Report 

 

１．プログラム概要 

【目的・概要】 

本プログラムは、日本全国から選抜された大学生を、3月 5日～3月 12日まで、日本とカナダの相互理

解を促進することを目的として、カナダ・オンタリオ州へ派遣しました。カナダ滞在中はカナダの学生

や、学校関係者、政府関係者、過去のカケハシ・プロジェクト招へい参加者との交流を通じて、現地生活

や習慣に触れるとともに、交流先で出会う人々に向けて日本の魅力を伝えました。 

 

【参加者】日本の大学生 合計 4名 

 

【訪問地】カナダ・オンタリオ州トロント 

 

【日程】 

◼ プレプログラム（オンライン事前学習）： 

2月 19日（木曜日） 【来日前（渡航前）オリエンテーション】事業目的・ミッション、日程説明、 

 渡航上の注意、感染症対策等 

 

◼ 派遣プログラム： 

3月 5日（木曜日） 羽田空港より出国、トロント・ピアソン国際空港より入国 

 【来日時オリエンテーション】 

3月 6日（金曜日） 【表敬訪問】パーシ・カンダベル トロント市議会議員 

 【視察】トロント市庁舎 

 【視察】DMZ（トロント州立大学） 

 【表敬訪問】在トロント日本国総領事館 

 【視察】ロイヤル・オンタリオ博物館 

 【視察】チャイナタウン 

3月 7日（土曜日） 【視察】オールド・トロント 

 【視察】セント・ローレンス・マーケット 

 【視察】オンタリオ美術館 

 【視察】イートン・センター 

 【視察】ネイサン・フィリップス・スクエア 

3月 8日（日曜日） 【視察】ナイアガラの滝 

 【視察】ナイアガラ・オン・ザ・レイク 



 

2 
 

 【文化体験】シュガー・シャック 

 【交流】カケハシ同窓生との交流会 

3月 9日（月曜日） 【視察】オンタリオ州議会議事堂 

 【視察】トロント先住民センター 

 【学校交流】トロント大学 

 【視察】グラフィティアリー 

 【視察】ケンジントンマーケット 

3月 10日（火曜日）  【表敬訪問】国際交流基金 トロント日本文化センター 

  【視察】カナダ日系文化会館 

  【視察】アガ・カーン美術館 

  【文化体験】カーリング体験 

  【ワークショップ】報告会準備（訪日成果のとりまとめ、帰国後の活動計画  

 （アクション・プラン）の作成） 

3月 11日（水曜日） トロント・ピアソン国際空港より出国 

3月 12日（木曜日） 羽田空港到着 

3月 13日（金曜日） 【報告会】訪日成果・帰国後の活動計画発表 

 

２．記録写真  

派遣プログラム 

  

2026年 3月 6日【表敬訪問】 

パーシ・カンダベル トロント市議会議員 

2026年 3月 6日【視察】 

DMZ（トロント州立大学） 

  

2026年 3月 6日【表敬訪問】 

在トロント日本国総領事館 
2026年 3月 8日【視察】ナイアガラの滝 
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2026年 3月 8日【交流】 

カケハシ同窓生との交流会 

2026年 3月 9日【学校交流】 

トロント大学 

  

2026年 3月 9日【学校交流】 

トロント大学 

2026年 3月 10日【表敬訪問】 

国際交流基金 トロント日本文化センター 

 
 

2026年 3月 10日【文化体験】カーリング体験 2026年 3月 13日【報告会】集合写真 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 大学生  

まだ日本語学習を始めて一年に満たない学生が流暢な日本語を話していることに驚きました。日本

語と英語両方を交えた交流によって、日本語学習者のカナダの参加者と英語学習者の私たち双方が

相手の文化を深く知ることができたと感じました。特に、書道ブースでは、筆や硯を実際に持参した

ことで、参加者の皆さまに本格的な書道に触れていただくことができました。 
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◆ 大学生 

在トロント日本国総領事館を訪れ、お話を聞いたり、質問をしたりする中で、カナダと日本の交流が

歴史の中で続いてきたことがわかり、桜を贈るなど文化的なやり取りがなされている点も大変印象

に残りました。 

◆ 大学生 

初日のパーシ・カンダベル トロント市議会議員との面会で、政策の事について聞けた事が興味深か

ったです。また総領事館の方々との交流に関しても、普段関わることができない人たちとカナダに

ついて議論することが楽しかったです。 

 

４．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

  

2026年 3月 5日（Instagram） 

大学生 

はじめまして！カケハシ・プロジェクトのメンバ

ーとしてカナダへの派遣に参加予定です。 

大学で土木工学を学ぶ中で、多様な文化や意見が

共存するカナダにおいて、科学技術を実社会の中

でどのように導入し、役立てていくのかという点

に興味を抱き、本プログラムへの応募を決めまし

た。 

今回の派遣を通じて、関心のある科学技術の分野

はもちろん、カナダの政策や歴史、文化について

の知見を得て、それらを発信し、両国の相互理解

につなげていきます。 

よろしくお願いします！！ 

2026年 4月 1日（Instagram） 

在トロント日本国総領事館では、トロントと日

本の関係、また総領事館が力を入れて取り組ん

でいる事業についてお話を伺いました。 

オンタリオ州とは 14 の姉妹都市があること、

5,200 本の桜の寄贈があることなどから、日本

とのつながりが強い地域であることを学びまし

た。 

また、資源政策とカナダの歴史的背景の関係性

について質疑応答の機会をいただきました。あ

りがとうございました。 
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2026年 3月 7日（パーシ・カンダベル トロント

市議会議員の Instagram） 

今朝、スカボロー区の選挙区事務所にてカケハシ・

プロジェクト代表団の皆さまとお会いし、その後、

市庁舎をご案内しました。 

「カケハシ」は日本語で「橋」を意味し、両国と文

化をつなぐ架け橋を象徴しています。 

次世代との交流の機会をくださった在トロント日

本国総領事館及びカナダ・アジア太平洋財団に感

謝いたします。 

2026年 3月 10日（APF カナダの Instagram） 

五日目のハイライトの一つは、トロント大学の東

アジア研究学科で行われたカケハシ・ランチ交流

会でした。カナダ側の参加学生は、書道、食文化、

折り紙に関するプレゼンテーションやワークショ

ップを行い、参加者全員が日本のストリートフー

ドを楽しみました。 

また、カケハシ・プロジェクト同窓生 3 名が、引

き続き私たち 2 つの文化の 「架け橋（カケハシ）」 

として活躍している姿を見ることができ、とても

嬉しく思いました。 

 

５．報告会での渡航成果とアクション・プラン発表（抜粋） 

全 1グループ発表 

 

【成果の発表】 

◆ 多文化社会について 

カナダでは、単一の文化的アイデンティティが前面に出るのではなく、多様な文化的背景や民族

が共存しながら社会を形成していると感じました。そのため、人々の帰属意識は「民族」よりも

地域コミュニティに根ざしている点が特徴的であると学びました。 

◆ 先住民問題への高い社会的意識 

先住民に関する歴史や現状についての理解が社会全体で広く共有されており、教育、イベント、

公共の議論など、さまざまな場面で重要なテーマとして取り上げられていました。日本と比較し

ても、より社会的に、センシティブかつ重要な課題として認識されていると感じました。 
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◆ コミュニケーション文化の違い 

現地の人々は総じてオープンでフレンドリーであり、日本のように礼儀や適度な距離感を重視す

るコミュニケーションスタイルとは異なる印象を受けました。 

【展望】 

 プログラムを通じて、社会全体における先住民族への高い意識を学んだことから、これまで資源

関連の専攻としてエネルギー政策の観点から勉強を進めていましたが、今後は先住民族の社会・

文化・権利にも着目して理解を深めていきたいです。将来的には、先住民族の権利を尊重した資

源開発に携わることもキャリアの選択肢として検討したいと思います。 

 学業面では、環境法研究会への参加を通じて、カナダで得た景観保護、先住民族の権利尊重、資

源開発とエネルギー政策に関する知見をさらに深めたいと考えています。また、多文化社会で学

んだ異なる言語・宗教・文化背景への理解の重要性を今後の学びに生かすとともに、日本におい

て文化継承のために企業や行政がどのような取り組みを行っているのかについても調査していき

たいです。キャリア面では、今回のプログラムで得たネットワークとの交流を継続し、海外で働

く可能性も選択肢として視野に入れています。 

 先住民族の権利や環境保護、地域ごとの景観保全など、技術導入に伴う法的・経済的側面につい

て、今回のプログラムを契機により深く学びたいと思いました。また、多様な交通機関が共存す

るカナダの交通事情についても引き続き調査し、これらの知見を自身の学業の発展に生かしてい

きたいと思います。 

 法制度の違いが社会意識や社会構造に与える影響を探る観点から、アジアと北米を比較軸とした

法制度の国際比較をさらに深めていきたいです。また、トロント大学での交流を通じて国際的な

学習環境の豊かさを実感したことから、自身の大学でも留学生との交流を積極的に進め、国際理

解を深める機会を広げていきたいと考えています。 

【アクション・プラン】 

◆ 高校や大学での発信 

出身高校や地方の高校生、現在所属している大学サークルやコミュニティにおいてカケハシ・プ

ロジェクトを紹介し、今回の渡航で得た学びや経験を共有します。高校生・大学生に対し、本プ

ロジェクトの意義や魅力を伝えることで、積極的な参加や挑戦、そして異文化理解の促進につな

げていきたいです。また、属性に関係なく、海外で活動したり外交について学んだりする機会が

誰にでも開かれていることを広く伝えていきます。 

◆ SNS での発信 

帰国後 3か月間を目安に、SNS を通じて継続的に情報発信を行います。担当制を設け、訪問先ご

との写真、経験、気付きなどを定期的に投稿し、多くの人にプログラム内容や訪問地域の魅力を

広く共有することで、社会全体の理解促進と関心喚起につなげていきます。 

 

実施団体：一般財団法人日本国際協力センター（JICE）、カナダ・アジア太平洋財団（APF カナダ） 


